D.セルラ「ヴェネツィア毛織物工業の盛衰」(D.Sella;The Rise and Fall of the Venetian Woollen Industry) by 船山 榮一
D.セルラ「ヴェネツィア毛織物工業の盛衰」
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つ
急
激
な
珊
大
が
み
ら
れ
、
こ
の
間
に
約
一
○
倍
の
生
産
商
を
達
成
し
て
い
る
。
②
十
六
世
紀
六
○
年
代
か
ら
十
七
世
紀
二
○
年
代
ま
で
の
停
滞
期
。
こ
の
時
期
に
は
一
六
○
二
年
の
二
万
八
千
反
余
り
と
い
う
ピ
ー
クが含まれている。けれども全体としては、生産高はおおよそ二万’二万五千反の間を上下しており、一菰の頭打ち
的な天井に列途したとみなすことができよう。
③岐後に一六二○年代末以降の衰退期。生産商はしだいに減少してゆき、ついに一七一○年には年生産商は二世
紀前の出発点と同じ二千反の水堆に復帰する。こうしてヴェネッィァ毛織物工業は、二世紀間のうちに、興隆、停滞、
衰退の三局面を経過しつつ一つのライフ・サイクルを閉じたといってよい。
そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
三
局
耐
を
含
む
艮
期
的
趨
勢
の
行
銑
に
あ
る
諸
珈
情
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
起
源
は
十
三
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
製
砧
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
上
碗
羊毛を原料とする高級染織物（ウッルン）であった。だがその生産商は、中世を通じて年産約三千反以下であり、ヴ
ェネッィア綴済にとって何ら大きな意義を机うものではなかった。たとえば一山二○年ごろ、ヴェネッィアが輸入す
る
毛
織
物
は
四
万
八
千
反
に
も
の
ぼ
り
、
そ
の
多
く
は
レ
ヴ
ア
ン
ト
ヘ
両
輪
川
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
取
引
す
る毛織物は圧倒的に輸入品からなっており、ヴェネッィアは毛織物取引の中心ではあっても、生産の中心ではなかつ
と
こ
ろ
が
十
六
世
紀
に
入
る
と
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
毛
織
物
工
業
は
さ
き
に
み
た
よ
う
に
急
速
な
典
隙
を
示
し
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ァ
紐
済
を
支
え
る
主
要
な
柱
の
一
つ
と
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。
セ
ル
ラ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
展
開
の
要
因
は
、
十
六
世
紀
前
半
の
時
期
を
特
色
づ
ける「例外的事情」にあった。第一に、リスボンを起点とするケープ・ルートの川現、つまりポルトガルの胡椒貿易
Ｄ・セルラ『ヴェネッィア毛織物工業の盛衰』
一一一一一一一一
たのである。
Ｄ・セルラ『ヴェネッィァ毛織物工業の盛衰』
二三四
へ
の
逃
川
は
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
胡
椒
取
引
に
大
き
な
衝
鵬
と
不
振
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
た
め
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
商
業
貸
本
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
活
動
の
一
部
を
従
来
の
貿
易
部
門
か
ら
生
産
部
Ｗ
へ
と
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
十
六
世
紀
初
頭
の
イ
タ
リ
ア
本
土
で
ひ
き
続
い
て
お
き
た
戦
乱
は
、
各
地
に
大
き
な
荒
廃
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ミ
ラ
ノ
、
パ
ヴ
ィ
ア
、
コ
モ
、
プ
レ
シ
ア
等
の
主
要
な
毛
織
物
工
業
都
市
で
は
、
生
産
活
動
の
深
刻
な
沈
滞
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
状
況
を
鰍
じ
た
一
流
二
九
鞭
の
一
山
料
は
い
う
ｌ
『
か
っ
て
、
こ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の
邨
業
が
憐
渡
れ
て
い
た
．
な
か
で
も
こ
の
都
市
は
サ
ン
・
マ
リ
ノ
織
物
と
し
て
知
ら
れ
る
而
級
毛
織
物
を
毎
年
四
千
反
と
、
そ
の
上
、
ス
ペ
イ
ン
羊
毛
か
ら
つ
く
ら
れ
る
ガ
ルピ（恩Ｈ図）と呼ばれる毛縦物を一刀八千’二刀反も生賑していた。今川では生脈は実際上、中断してしまっている』。
ま
た
十
六
世
紀
の
は
じ
め
、
毛
織
物
の
年
生
産
八
千
反
を
数
え
た
プ
レ
シ
ア
で
は
、
一
五
四
○
年
に
は
値
か
に
一
千
反
を
記
録
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
は
、
こ
う
し
た
人
口
と
生
産
の
減
少
と
い
う
危
機
的
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
ひ
と
リ
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
み
は
戦
乱をまぬかれ、例外をなしていた。ヴェネッィアは他の識都市からの避難職人を受入れつつ、イタリア識都市の毛織
物
供
給
力
の
低
下
に
よ
っ
て
生
じ
た
い
わ
ば
典
空
状
態
と
い
う
好
機
を
フ
ル
に
利
川
し
て
化
腋
を
仰
ぱ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
では、続く第二期の停滞はどうして生じたのであろうか。一言にしていえば、前の時期にみられた「例外的洲耶慨」
が
洲
失
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
十
六
世
紀
中
葉
以
降
、
胡
椒
貿
易
に
お
け
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
ル
ー
ト
が復活するにつれ、ヴェネッィァ資本はふたたび伝統的な貿易活動へと復帰、吸収されていったことが第一。第二に、
いっそう重要なことは、一五五九年以後、イタリア本土における戦乱の収束とともに、多くの都市ではしだいに生産
一一一
活動も復活し、ヴェネッィア毛織物工業はそれらとの競争に直面するようになったのである。
一
五
八
○
年
ご
ろ
、
コ
モ
の
毛
織
物
工
業
は
ブ
ー
ム
の
状
態
に
あ
る
と
報
告
さ
れ
、
ま
た
一
五
四
○
年
に
八
’
九
千
反
に
低
下
し
て
い
たベルガモの毛織物年生産高は、一五九六年には二六、五○○反にも達した。フィレンツェでは一五五三年に一四、
七○○反、一五六○年に一一○、○○○反、一五七二年には三三、一一一一二反の生産を記録し、その多くはヴェネッィァ
と
同
じ
く
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
へ
送
ら
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
共
和
国
の
コ
ン
ス
ク
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
駐
在
側
は
、
一
五
七
八
年
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
Ｉ
『
シ
乘
ネ
ッ
ィ
ア
・
ス
タ
イ
ル
を
真
似
た
毛
織
物
が
フ
ィ
レ
ン
ッ
塗
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
こ
の
都市［コンスタンチノーブル］に現われはじめている。それらは色彩の美しい立派な砧物だ。。…：だからフィレンツ
ェの競争のために、われわれ自身の工業がその船声と利益をともに失うおそれがあり、［当地にいる］わが川の川人た
ち
は
い
た
く
蕊
蝋
し
て
い
る
』
．
ま
た
一
五
九
七
年
ソ
悪
ネ
ッ
ィ
ァ
の
迦
禰
会
鰄
（
鯉
：
冒
冨
；
且
鱈
）
は
い
う
ｌ
『
他
側
で
は
大
戯
の
良
価
ス
ペ
イ
ン
羊
毛
か
ら
毛
織
物
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
ミ
ラ
ノ
公
国
内
の
コ
モ
や
そ
の
他
の
諾
都
市
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
わ
が
国
［
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
〕
の
毛
織
物
の
完
全
な
模
倣
肺
が
ま
す
ま
す
多
く
生
産
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
際
、
賃
銀
そ
の
他
の
点
で
大
き
な
利
点
を
そ
な
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
製
品
は
フ
ェ
ラ
ー
ラ
お
よ
び
ア
ン
コ
ー
ナ
経
由
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
ヘ
船
械
み
さ
れ
、
わ
が国のものよりも安く光られている』。
こうして十六世紀前半にヴェネッィアの独走を可能にした「真空状態」はもはや消え失せ、ヴェネッィア毛織物工
業
が
い
っ
そ
う
展
川
さ
れ
て
ゆ
く
余
地
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
は
い
え
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
は
他
の
諸
都
市
と
の
競
争
上
有
利
な
条
件を依然として保持していた。それはまず第一に、製仙のⅡ叩衡に関して、ヴェネッィアが従来から商い評価と名声を
博していた点である。節二は、ヴェネッィアがもつ対レヴァント通商組織の伝統的な強みであり、それは他の諾都市
Ｄ・セルラ『ヴェネッィア毛織物工業の盛衰』
二三五
そ
れ
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
毛
織
物
工
業
が
十
七
世
紀
二
○
年
代
末
以
降
、
と
ど
め
難
く
衰
退
の
兆
候
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
事
態
が
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
競
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
諸
都
市
で
も
ま
た
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
と
何
じ
ょ
う
に
毛
織
物
工
業
の
藩
る
し
い
沈
滞
が
兇
川
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
コ
モ
で
は
、
十
七
世
紀
前
半
の
間
に
毛
織
物
の
年
生
産
荷
は
八
千
反
か
ら
像
か
百
反
に
ま
で
低
下
し
、
ミ
ラ
ノ
で
も
ま
た
同
じ
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
一
五
七
○
年
代
に
は
年
雌
三
万
三
千
反
を
数
え
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
独
敵
で
あ
っ
た
フ
ィ
レ
ンツェでは、一六一六年に一万五千反、一六Ｗ○年には六千反以下という統踏を記録している。だからこの時期にお
け
る
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
毛
織
物
工
業
の
凋
落
の
原
因
は
別
の
事
恰
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
主
要
な
要
因
と
し
て
セ
ル
ラ
が
指
摘
す
る
の
は
つ
ぎ
の
三
つ
で
あ
る
。
川
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
Ⅱ
ト
ル
コ
間
の
海
運
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
悪
化
。
②
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
に
お
け
る
毛
織
物
需
要
の
収
縮
。
③
新
し
い
競
争
将
た
る
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
レ
ヴ
ア
ン
ト
市
場
へ
の
巡
川
。
十
六
世
紀
の
第
３
四
半
期
以
降
、
地
中
海
で
海
巡
業
に
た
づ
さ
わ
る
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
船
が
し
だ
い
に
墹
加
し
て
い
っ
た
。
地
元
の
船
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
た
両
国
の
船
は
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
も
雁
川
さ
れ
、
十
六
世
紀
末
に
は
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
憐
む
貿
易
の
大
き
な
部
分
が
こ
れ
ら
北
国
船
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
は
自
ら
の
海
述
利
害
を
防
術
す
る
ため、一六○二年に対レヴァント貿易における外国船の使川を厳しく制限することを定めた。このいわば「航海条例」
Ｄ・セルラ『ヴェネッィア毛織物工業の盛衰』
一一一一一一ハ
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
嚇
怖
の
も
と
に
、
イ
タ
リ
ア
諮
諸
巾
の
競
争
に
面
面
し
な
が
ら
も
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
毛
織
物工業はなおかなりの高い生産水準を維持することができたのであった。
ｕ 
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
輸
出
商
は
効
率
の
劣
る
自
国
船
を
用
い
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
諦
港
と
の
通
商
は
大
き
く
阻
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
十
七
世
紀
初
頭
に
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
そ
の
も
の
に
由
々
し
い
事
態
が
発
生
し
た
。
そ
れ
は
ト
ル
コ
に
お
け
る
毛
織
物
需
要
が
総
小
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
．
す
で
に
一
六
二
年
に
ツ
ニ
ネ
ッ
ィ
ア
の
ト
ル
コ
駐
在
緬
事
は
こ
う
轡
慧
送
っ
て
い
る
ｌ
『
ト
ル
コ
で
は
阿
内
の
動
乱
に
よ
っ
て
人
ロ
と
耐
の
多
く
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
今
で
は
、
そ
の
輸
入
戯
は
以
前
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
い』。一六二三’一一一八年間のトルコⅡペルシャ戦争は、このような事態をさらに悪化させることになった。これまでト
ルコが輸入している毛織物は大づかみに二種類に分れており、下肘氏が川いる粗質の毛織物（カージー縦）はイギリ
ス
か
ら
供
総
さ
れ
、
上
川
階
級
が
静
川
す
る
商
級
船
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
下
川
比
の
窮
乏
化
に
と
も
な
い
、
机
廊
の
輪
（７） 
入毛織物はしだいにより安価な地一兀産の綿交織口叩に代稗されていった。その影響は、十七世紀初頭におけるイギリス
産カージー縦輸入の激減となって現われ、カージー織は一六三○年ごろまでトルコ市場から姿を消すにいたっている。
Ｔ） 
しかしイギリスからはカージー織輸山の減衰を肌め△、わせるかのように、今度は染色広桐織が地川してきた。十六
世紀九○年代に数百反のイギリス産広幅織がレヴァント市場に現われて以来、しだいにその数を畑し、一六二○年代
までには年平均約六千反となり、一六六○’一七○○年間における年平均は一万二千反から二万反に達している。か
ってのカージー縦のぱあいと巡って、イギリスの広桐織はヴェネッィア毛織物と肛扱に競合関係に立つことになった。
しかもレヴァントにおける毛織物の需要は全体として縮小していたのであるから、イギリスの進出は、その分だけヴ
ェネッィア側の販路を狭めずにはおかない。ヴェネッィア毛織物と比べれば、イギリス広幅織の仙厩がいく分劣って
いることは認められていた。けれどもそれは安価である点で、以前よりも支出を控えざるをえなくなったレヴγント
Ｄ・セルラ『ヴェネッィア毛織物工業の盛衰』
二三七
外国製品に比較してヴェネッィア毛織物のコスト高を形づくる要因の一つに税負担があった。消費税（２９⑭の）と
輸出税（原料と完成品に対する）である。輸川市場における自国製ｎＭの割商が明らかとなるにつれ、こうした税の軽
減を求める請願はヴェネッィァの織元と輸出商からくり返し提出された。また、政府当局自らもしばしば、毛織物製
造には『過度の税負担が課せられており』『税負担の若干でも軽減されるなら価格は下り、それにつれて売れゆきも増
すであろう』ことを認めている。
Ｄ・セルラ『ヴェネッィァ毛織物工業の盛衰』
二三八
の消費者に好評だったのである。セルラが引照するヴェネッィア側の諾史料はいずれも、イギリス製品が『きわめて
安く』、ヴェネッィアが太刀打ちできずに敗退していることを異句同音に訴えている。十七世紀七○年代には、加えて
オランダ毛織物もまたトルコに進川してきた。一六七三年のヴェネッィァの一史料は、その脅威的有様を述べていう
ｌ
『
オ
ラ
ン
ダ
の
毛
織
物
が
わ
が
園
の
毛
織
物
に
と
っ
て
代
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
．
そ
れ
は
好
寵
し
く
、
糠
く
、
臘
硲
も
安
い
の
で
ト
ル
コ
人
の
心
を
す
っ
か
り
と
ら
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
ト
ル
コ
人
は
も
は
や
わ
が
国
の
毛
織
物
を
有
難
が
ら
な
い
。
わ
（９） 
が国の狐Ⅲ叩は、買うにも蒜るにＤも放いのだ』。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
激
化
し
た
対
外
競
争
に
対
抗
し
て
ヴ
エ
ネ
ッ
ィ
ア
毛
織
物
工
業
が
生
き
残
る
た
め
に
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題は二つあったといえよう。一つは製回叩コストの引下げであり、他は洲識者の好みⅡ流行に即応する新製ぃ叩の開発で
あ
る
。
し
か
し
前
掲
第
１
図
に
示
さ
れ
る
第
三
期
の
趨
勢
を
み
れ
ば
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
セ
ル
ラ
の
分
析
を
つ
ぎ
に
み
て
み
よ
う
。
五
（、）
泣悦ｊｂさることながら、ヴェネッィア毛織物工業にとって決定的な肛要性をｊｂつものは工伐間題であった。まず第
一
は
そ
の
水
地
の
満
さ
で
あ
る
。
一
六
三
○
年
の
ペ
ス
ト
流
行
以
後
、
織
布
工
の
工
賃
は
そ
れ
以
前
よ
り
も
三
分
の
一
も
上
外
し
た
と
報
告され（一六三六年）、それからほぼ三十年後の当局の記録も『ペスト流行時に工賃は上り、以後も依然として向く維
持されている結采、わが国の柵人は大きな被需をこうむっている』（一六六八年）とくり返している。一六七一年、地
元
の
一
禰
人
は
ヴ
罪
ネ
ッ
ィ
ァ
毛
織
物
の
柵
怖
が
満
す
ぎ
る
こ
と
読
雛
し
て
い
う
ｌ
『
わ
が
川
の
織
元
が
鰄
人
に
文
糾
わ
れ
ば
な
ら
ぬ工賃は全く過大である。もしそれが引下げられるなら……毛織物はもっと安く売られ、したがって売れゆきはｊｂつ
と
卿
え
る
は
ず
だ
』
。
し
か
し
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
で
は
、
工
践
率
が
法
的
に
固
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
工
慨
を
競
争
的
水
準
に
ま
で
引
下
げ
る
ことは事実上、川難であった。固定されている工賃表（］甘昼四日・ロの。の旨日の円の臼）を改訂するためには政府の認可
を
要
し
た
が
、
当
局
は
た
と
え
改
訂
の
必
要
を
認
め
た
と
し
て
も
、
職
人
層
の
不
人
気
を
お
そ
れ
て
敢
て
実
施
に
踏
み
き
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
は
絹
織
物
工
業
の
例
で
あ
る
が
、
一
六
九
六
年
、
当
局
は
織
布
工
の
工
賃
引
上
げ
の
要
求
に
応
じ
て
い
る
ぱ
あ
い
す
ら
見
出
さ
れ
る
。
引
上
げ
の
要
求
自
体
は
当
工
業
の
利
害
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
六
八
九
年
の
一
山
科
が
語
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
『
職
人
に
一
定
の
工
貸
率
を
保
証
し
て
い
る
従
来
の
政
策
が、わが国の毛織物工業に破滅をもたらした』のである。
工侭水地と並んで、職人の労働能率の悪さも問題とされていた。史料の巾では工慨の術さよりも、むしろこの点に
批雌が染中している慨がある。たとえば『職人は一定の工箇を法的に保証されているので、いい仕事をしようという
気がほとんどない。というものも、仕那の川来具合にかかわりなく、いずれにせよ工臓が支払われるからだ』（一六八
九
年
）
．
旗
た
価
の
史
料
も
同
じ
く
訴
え
る
ｌ
『
職
人
た
ち
は
蝋
船
の
髭
に
ほ
と
ん
ど
側
心
を
．
ｂ
た
ず
、
側
分
た
ち
の
好
選
な
よ
う
Ｄ・セルラ『ヴェネッィア毛織物工業の盛衰』
二三九
Ｄ・セルラ『ヴェネッィァ毛織物工業の盛衰』
二
四
○
に働いている』（一六七三年）。ヴェネッィァでは、紡毛工、織布工、染色工等はそれぞれギルドに加入していた。そ
してギルドはワークマンシヅプについては自らの規準を定めており、雇主が職人券面由に選択することや職人の仕事
ぶりへ介入することを許さず、織元の望むような労働能率の向上に対する強力な歯止めとなっていたのである。織元
は、ギルドの成員である職人たちが仕醐の際に織元の指示に従わぬことを指摘しつつ、『職人を雁うばあいに彼らを選
択する完全な向山』を与えるよう、しばしば政府に陳情した。しかしたとえば一六九○年のように『伝統的な慣行を
変更することは、月下のところ好ましくない』として却下されている。
このように既得権益を固執するギルドの保守性は新穂毛織物開発に際しても障害となったようである。たしかに一
連
の
厳
し
い
技
術
上
の
規
定
が
一
五
八
八
年
以
来
強
制
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
『
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
た
』
毛
織
物を製造することは、一六七三年に公けに認められるようになった。にもかかわらず、一六七八’九八年間における
ヴェネッィアの『外国風毛織物』の年産商は、僅かなものにすぎず、数百反を越えることはなかったという。また一
六九○年代のはじめ、ヴェネッィアでオランダ風毛織物の製造を洲始すべく十四人の熟練職人を辿れてやってきたネ
ーデルラントの織元も、巾当局とギルドの敵意にあって結局は数年後に周辺のトレヴィソ地区へ退去せざるをえなか
ったのである。
これまで検討したような、史料に現われた課税、工賃、ギルド規制に対する批難が、どの程度まで当を得たもので
あ
る
か
を
決
定
す
る
の
は
奔
易
で
な
い
、
と
セ
ル
ラ
は
い
う
。
と
い
う
の
も
こ
れ
ら
は
、
と
く
に
ギ
ル
ド
規
制
に
関
す
る
不
満
は
、
し
ば
一ハ
しば商人の観点を強く反映しているからである。ただ確実にいえることは、ヴェネッィア毛織物工業が対外競争に押
されていたこと、そしてそのぱあい、労働コスト高が決定的意味をもっていたことである。では、労働のコスト高を放
置
し
た
政
府
の
工
賃
政
策
、
あ
る
い
は
労
働
能
率
の
向
上
を
阻
ん
だ
ギ
ル
ド
の
干
渉
、
こ
う
し
た
も
の
が
な
か
っ
た
な
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ァ
毛
織
物
工
業
は
十
七
世
紀
に
生
き
残
り
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
セ
ル
ラ
は
こ
う
設
問
し
つ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
帯
定
的
な
解
釈
を与えている。ヴェネッィア毛織物工業の繁栄は、さきに吟味したような「例外的小情」、つまり、たまたま他のイタ
リア諾都市における毛織物工業が沈滞しており、しかもイギリス・オランダ等の競争はまだ出現していないという事
情のもとではじめて存続しうるものであった。したがって、ヴェネッィア毛織物にそうした独占的地位を許していた
状況が洲失すれば、かりにより賢明な工賃政策やいっそう柔軟な労働契約等々が実現されたとしても、衰退を阻止す
ることはｌそれを避陽せることはできてもｌ不可朧であったろうというのが彼の判断である．セルラの考えによ
れば、ヴェネッィア毛織物工業に一貫してつきまとっていた不利な条件は、むしろヴェネッィア巾自体の構造に内在
していたという。一つは、元来、ヴェネッィア市の立地上の制約によって、毛織物生藤のための充分な広さと水流を
欠いていた点である。』」のため、ヴェネッィア産の毛織物は縮絨のために周辺のトレヴィソ地域へ送られなければな
らなかった。もう一つのさらに重要な条件は、労働力供給面での制約である。ヴェネッィアにおける他の諦脹業（潜
侈品製造や加工貿易工業）の隆醗や貿易港としての諸活勤等々の存在は、広範囲にわたる雇川機会を提供しており、
加えてヴェネッィァでは生活費も高かった。そうした事情が毛織物工業に従事する職人層に対して強い交渉力と高い
工賃を与えることになっていたからである。だから安い労働力が得られる周辺農村地域では、毛織物工業が依然とし
て継続ないしは拡大さえしているのは決して偶然ではない。また、ヴェネッィアで貿易Ⅱ港湾活動がめざましく復活
Ｄ・セルラ『ヴニネッイァ毛織物工業の盛衰』
二四一
Ｄ・セルラ『ヴェネッィァ毛織物工業の盛衰』
二四二
し、絹工業・ガラス工業・叫蒲業等が繁栄した十七世紀七○年代以降の時期に、毛織物生産が蛾も激しく勝ちこんだ
のも偶然ではないのである。明らかにヴェネッィァの資本・企業・労働力は、毛織物生産からふたたびそうした伝統
的な識分野ｌそこでは有利な立地条件が決定的であり、精妙な手工業的技能が安い労働力の蟇な供給よりもずっ
と
派
要
な
霊
を
な
し
て
い
た
ｌ
へ
復
燃
し
た
の
で
あ
る
．
〔注〕
（１）ＤＣＢの己８ｍの］一回〉円冨国の①：ロ司巳一○ｍ岳のぐのロの庁】ロロヨ「。。】行回Ｈ口口Ｐの斤旦・ず”国・勺ロ］］、ロ（の□）。○局慰⑰ロゴロ○厨□ぬのご
爵のぐ⑦。、［菌。同８コ○ョ『ご岳のの買斤ののロ日ロロロ、の『の。【の⑦。岳○の。目臥の⑩。届９．
（２）ｍ・勺巳一目（日）．。ｐ９斤．．Ｈ回可・Ｑｐａ○コに兄られる研究史の現状に側する適切な概帆を参照。
（３）たとえば、川北穂「ヨー、ヅパの商業的進出」（塔波講座『世界歴史』第十六巻、一九七○年）、栗原桶山「十六世紀後半
の地中海とネーデルラント」、一橋論叢、七二の六（一九七四年）。
（４）とりあえず拙稿「イギリス毛織物工業と国際競争」（拙著『イギリスにおける経済構成の転換』、一九六七年、所収）、同
「イギリス質あの榊造変化」、社会経済史学、三七の一（一九七一年）をみよ。
（５）○・富・Ｑｐ○一一四・倉弓匿の回８口○日『ｏ□の、一国の。［Ｈ国］ペ・同８口。ｐ風◎餌汀Ｂｑ閃のぐ】の貝⑤ロロの：ぐ（ごｇ）．
（６）幻・日・周：ロ》Ｈ回△口⑫可弓目口同８コ○日一○□の。］ヨの冒の①ぐの口斤Ｃ８岳’○８日こぐＤａ８．］弓の。
（７）原文では員日団の□８芹・ロ⑭：木綿と何らかの繊維（羊毛か？）の交織ではないかと思われるが、筆瀞には不詳。
（８）レヴアント市場に輸出されたイギリスの染色・仕上げ広禰織（身巴目口玲目⑪ロ日ワ８且、］○ｓ）は、当初、サフォク産が
主力であるが、イングランド西部諸州で従来の中欧向け白地広幅織生産から染色広幅識への転換が進むにつれて、レヴァン
ト市場へ輸出される西部諸州産の比重がしだいに増加し、すでに十七世紀三○代にはこれが圧倒的となっていた。
（９）ここでいわれている「オランダ毛織物」とは、この史料の内容から推して薄手の「新毛織物」（ｚの計ｏ３℃目の②）ではな
いかと考えられるが、この点、オランダ史の専門家の御教示をまちたい。
（、）この時期におけるヴェネッィアの工伍動向については、淀・自・”、８．ＯＰＱ〔・》目・局・戸参照。なお、ラップによれば、
労伽コストがヴェネッィァ毛織物の生産コスト中、およそ一一一分の一一を占める。またラップは英伊のポンドとデュカヅトの交
換レートを検討した上で、ヴェネッィアの巡築業における工伐がすでに一六二九年までの時点でイギリスのそれのほぼ二倍
となっていたと誠邸している。唇ごＰ・ロ・口【・》弓・】日・］量１局の．伍銀の国際比較は推計上むずかしい問題を含むが、ヴェ
ネッィアにおける一六三○年以降の貨幣撰銀の大柵な上外をあわせ老えれば、レヴァント市掛での競争が激化したこの時期
に
、
災
い
間
の
鉦
銀
較
差
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
Ｄ・セルラ『ヴマーネッィァ毛織物工業の盛衰』
四
三
